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ARSVITA vision   

なりわい福祉のまちづくりで地域共生社会を創る 
2021 ARSVITA Businessplan  
「なりわい福祉論」の普及と竹富町、沖縄県の離島での
「なりわい福祉事業」支援、協同組合への「ゆいまーる
プログラム」支援で社会的役割を発揮する 

竹富町波照間での第1回ゆいまーるワークショップ
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EXECUTIVE SUMMARY 
2025 vision slogan： 

新型コロナ危機を乗り越え、「なりわい福祉論」で住み続けられる地域を創る！ 

ARSVITA第一次5カ年計画のGoal 

新型コロナ危機に対応する新しい医療・福祉のあり方を提起するとともに、竹富町をは

じめとした離島・僻地での「なりわい福祉のまちづくり」を支援する 

ARSVITA第一次5カ年計画のVision ＆ Mission 
　Vision 

なりわい福祉のまちづくりで地域共生社会を創る 
　Mission 

「なりわい福祉論」を確立し、竹富町をはじめとした離島・僻地の住民のなりわい

福祉のまちづくりを支援するとともに、協同組合にゆいまーるプログラム普及して

地域の医療・福祉を守る。 

第一次５ヵ年計画の重要成功要因 
1. ARSVITA八重山事務所を開設します。（2020年度事業）　達成！ 

2. なりわい（生業）福祉論の離島・僻地モデルを完成させます。（2021年度事業） 

3. ゆいまーるプログラムを協同組合や社会福祉協議会の活動に応用します。（2021年度事業） 

4. 竹富町で生なりわい福祉事業を開始し、モデルを複数の自治体に広げます。（2022年度事業） 

5. 医療・福祉事業者のアフターコロナの事業を支援します。（2022年度事業） 

6. 複数の自治体の高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画策定を支援します。（2023年度

事業） 

7. なりわい福祉のまちづくりをすすめる自治体や団体でallianceを創ります。（2024年度事業） 

2021年度の事業計画（案） 

1. なりわい（生業）福祉論をまとめ発表します。（2021年9月） 

2. 竹富町でのゆいまーるプログラムを進めます。 

① ゆいまーるワークショップ in 波照間　（2021年4月〜9月） 

② ゆいまーるワークショップ in 西表東部（2021年9月〜12月） 

3. なりわい福祉のまちづくりを沖縄県内の自治体に広げます。（2021年9月〜） 

4. ゆいまーるプログラムの協同組合版をまとめ、医療福祉生協に提案します。（2021年11月〜） 

5. 医療機関・介護事業所のアフターコロナの事業経営戦略策定を支援します。（2021年9月〜） 

ARSVITA会員の皆様へ 

共に「なりわい福祉論」の研究をすすめ、新型コロナ危機の対応型の新たな医療・福祉のあり方

を研究・開発して普及するとともに、「なりわい福祉のまちづくり」の実践モデルとして「ゆいまーるプ

ログラム」の開発と普及に取り組みましょう。 

2



一般社団法人地域医療・福祉研究所  

I. 第1号議案　　2020年度活動のまとめ 
ARSVITAは、設立以来6年間、地域に住み続けるために必要な医療・福祉を住民自身が主体的につく

りあげるためのしくみや実践の方法論を研究し、離島や協同組合の活動に関与してきました。 
2020年度は、竹富町第9次高齢者保健福祉計画及び第8期介護保険事業計画の支援業務、それに伴う

在宅介護実態調査を受託しました。自治体の介護保険事業計画の策定作業への関与は初めての業務で
したが、高齢者保健福祉計画と介護保険事業計画が議会で承認され、2021年度からの高齢者福祉施策
や介護保険料に反映されています。 
さらにARSVITAのまちづくりの理論的到達点である「なりわい（生業）福祉論」の研究を発展さ

せ、そのモデルとして竹富町黒島地域で「ゆいまーるスタートアップ プログラム」を開発し、実施し
ました。この事業は、「令和２年度竹富町地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制構築」事業と
して竹富町福祉支援課との協働で行いました。 
また、会員法人との共同研究として生活協同組合・消費者住宅センターの「お家の困ったことアン

ケート調査2020」を実施し、新型コロナウイルス感染症拡大（以下コロナ）の下での住宅要求の分析
などを行い、生活協同組合・消費者住宅センターの運動や事業経営への貢献を行いました。 
一方、コロナの影響で、研究会やセミナーの開催や視察研修、講師派遣、リモートセミナーやWEB

を活用したコンサルティングなどは行えませんでした。 
事務局会議などはZoomやLINEを活用して行いました。 

⑴ 主なとりくみ 
① 調査研究＆受託事業（2015～） 

2015年度	 	 南大東村福祉民生課	 	 地域共生社会づくりアンケート調査 
	 	 	 なにわ保健生活協同組合	 医療・福祉マネジメント 
2016年度	 	 南大東村福祉民生課	 	 地域共生社会づくりワークショップ 
	 	 	 南大東村福祉民生課	 	 高齢者福祉・介護計画策定 
	 	 	 自主研究	 	 	 診療所生協法人経営実績調査 
2017年度	 	 南大東村福祉民生課	 	 農福連携　地産地消視察（北海道） 
	 	 	 けいはん医療生活協同組合	 幹部学校 
	 	 	 自主研究	 	 	 診療所生協法人経営実績調査 
2018年度	 	 竹富町福祉支援課	 	 ぱいぬ島共生意識・要求調査 
	 	 	 けいはん医療生活協同組合	 幹部学校　研修旅行 
	 	 	 福祉クラブ生活協同組合	 施設建設推進プロジェクト 
	 	 	 自主研究	 	 	 診療所生協法人経営実績調査 
2019年度	 	 竹富町福祉支援課	 	 ゆいまーるワークショップ（西表西部、黒島） 
	 	 	 竹富町福祉支援課	 	 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 
	 	 	 会員法人共同研究	 	 Ie co-op 「お家の困ったことアンケート調査」 
	 	 	 会員法人共同研究	 	 社会福祉法人亀田郷芦沼会 
	 	 	 	 	 	 	 「まちづくりアンケート」集計・分析 
	 	 	 自主研究	 	 	 診療所生協法人経営実績調査 
	 	 	 自主研究	 	 	 山浦晴男「寄りあいワークショプ」徳島県加茂谷 
	 	 	 自主研究	 	 	 地域内再投資力論　岡田知弘 
2020年度  八重山事務所開設  9月開設　〒907-0024 石垣市新川2373-21　1-D 
   竹富町福祉支援課  ゆいまーるスタートアップ プログラム 
       （西表西部、黒島） 
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   竹富町福祉支援課  竹富町第9次高齢者保健福祉計画及び 
        第8期介護保険事業計画策定支援 
   竹富町福祉支援課  在宅介護実態調査結果分析 
   会員法人共同研究  Ie co-op「お家の困ったことアンケート調査 
       2020」 
   自主研究   「なりわい（生業）福祉論」 

《2020年度 調査活動成果物》 

② 教育研修事業 

③ 出版事業 	  

③ 広報活動	 	  
• ホームページ	 	 	 2015年11月に開設 
• 	Facebook	 	 	 2016年  1月に開設 
• 会員向けメールマガジン	 2016年  2月から発行　　122号（2021年6月14日現在） 

⑵ 組織と2020年度決算及び2021年度予算 
　① 会員の状況 
　ARSVITAは、団体会員（年会費10万円）と個人会員（年会費5,000円）で構成されています。それ
ぞれ議決権のある正会員と議決権を持たない賛助会員があります。 
　個人会員　51　名 
　団体会員　 7　法人 

成果物名 内容 完成時期

竹富町第9次高齢者保健
福祉計画及び第8期介護
保険事業計画

同計画策定委員会の答申書作成支援、３ヵ年の高齢者福
祉政策と介護保険事業計画、介護保険料などを記載した
報告書の作成

2021年3月

竹富町在宅介護実態調査
竹富町福祉支援課が実施した同調査の分析・報告書の作
成 2021年3月

Ie co-op「お家の困った
ことアンケート調査
2020」

生活協同組合・消費者住宅センターの組合員の住まいに
関する意識・要求調査　2020年度に続く調査報告の作成 2021年3月
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2015 2016 2017 2018 2019 2020 合計
講師活動 15 47 18 5 4 1 90

セミナー・研修会 2 2 1 3 0 0 8

分　類 書　　　籍　　　名 発行年月日 発行所 定価（円）

ブックレット1 「国の『地方創生』と社会保障の行方」 2015年8月 ARSVITA 500（税込）

新　書 自分らしく生きるために憲法と社会保障を学ぼう 2015年10月 萠文社 500（税別）

A4 南大東村高齢者要求調査結果 2016年1月 ARSVITA 非売品

A4 南大東島に共生ホームをつくろう！ 2016年5月 萠文社 3,500（税別）

ブックレット2 これからの日本と社会保障、そして私たち 2017年7月 あけび書房 1,000（税別）

A4 ぱいぬ島共生意識・要求調査報告書 2019年4月 竹富町 非売品
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② 正味財産増減計算書　2020年度決算及び2021年度予算


　ARSVITAは、非営利型の一般社団法人ですので正味財産増減計算書で損益を表します。 
　2020年度第6期の正味財産増減計算書は以下の通りです。 

⑶ 2020年度末到達点評価及び教訓 

【到達点評価】 

①ARSVITAは、設立以来主に離島自治体と協同組合を対象に住民主体の医療・福祉事業の研究と実践

への関与を行ってきました。離島での地域共生のまちづくりの調査・研究と実践への共感が広が
り、受託事業に繋がっています。 

②この６年間の離島での実践をもとに離島や中山間地のまちづくりの基本となるARSVITAの理論とし

て「なりわい福祉論」をまとめました。またなりわい（生業）福祉論に基づく実践として「なり
わい福祉のまちづくり」を体系化しました。 

③2020年度は、竹富町での介護保険料の策定を含む竹富町第9次高齢者保健福祉計画及び第8期介護

保険事業計画を受託しました。また「なりわい福祉のまちづくり」の実践として竹富町での「ゆ
いまーるプログラム」を提案し、「令和２年度竹富町地域共生社会の実現に向けた包括的支援体
制構築」事業として実施できました。2018年度以来の同町でのARSVITAの活動が評価された結果

だと考えます。とりわけ地域に密着した活動や地域住民との関係性が受託の要因になりました。 
④協同組合との関連では、生活協同組合・消費者住宅センターの「お家の困ったことアンケート

2021」を受託し、コロナ下での住民の住まいに対する要望を掴む共同研究として取り組みまし

た。しかしそれ以外には業務受託がなく、役割発揮は限定的でした。 

⑤2020年度は、竹富町からの事業委託などで収益を確保しました。しかし計画通り事業高が伸び

ず、剰余は事業計画に達していません。また本年度は、コロナ対策の「持続化給付金」200万円を

申請し、給付されました。 
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期 6期決算 7期予算
2020.4.1～2021.3.31 2021.4.1～2022.3.31

経常収益 9,352,552 10,860,007
受取会費 720,000 970,000

受託事業収益 6,571,330 9,600,000

その他事業収益 61,215 290,000

受取補助金等 2,000,007 7

経常費用 8,589,253 8,651,710

役員報酬 750,000 720,000

給与手当 2,400,000 2,400,000

旅費交通費 1,094,651 1,600,000

その他経費 4,374,602 3,931,710

当期一般正味　財産増減額 763,299 2,208,297
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⑥会員数が伸びず、社会的な認知が広がっていません。研究員登録も少なく、研究所の規模が小さい
ままです。 

⑦コロナ下でも竹富町からの受託事業を遂行するために、2020年9月に沖縄県石垣市にARSVITA八重

山事務所を開設しました。八重山事務所にほぼ常駐することによって受託事業を遂行することが
できました。 

【今後への教訓】 

①ARSVITAの「なりわい福祉論」を書籍化し社会的認知を広げるとともに、「なりわい福祉のまちづ

くり」を沖縄県の離島自治体などにプロポーザルすることで受託事業を増やす必要があります。 
②協同組合への支援は「なりわい福祉のまちづくり」の普及を中心にする必要があります。経営関連
のコンサルティングの個別プロポーザルはできていません。 

③今後は、ARSVITAのなりわい（生業）福祉論やなりわい福祉のまちづくりなどの理論や活動、研究

内容を八重山地区や沖縄県の医療機関や福祉法人、社会福祉協議会などに情報提供・普及するこ
とを重視します。 

④ブログやホームページなどによる社会的発信を抜本的に強化し、研究成果や理論・実践について積
極的に社会的な評価を受けることが大事です。 

⑤会員増やしを重視し、医療・福祉分野の研究員や協力者を増やして活動領域を拡げる必要がありま
す。 
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II.第2号議案　　2021年度事業計画 

⑴ 2021年度の情勢予測 

⑴コロナ拡大は収まらず、コロナ対応型社会の模索が始まると考えられます。 

①ワクチン接種が大きな課題となっています。接種が進めばアフターコロナを模索する動きが活発化
すると思われます。 

②「オンライン」、「リモート」、「Web」等を活用した事業マネジメントが必須となります。 

③非接触型の医療・福祉事業運営やフィールドワーク方法論の工夫が必要となります。 

⑵地域の医療・介護の崩壊が進む。 

①患者減少、医療提供体制の縮小などで補助金や緊急融資で持ち堪えている医療事業の経営問題が顕
在化し始めると考えられます。 

②介護事業では、利用者確保が課題となり小規模事業の困難が続きます。 
③人手不足、患者減、利用者減が平行的に進み、本格的な事業運営の改善、人事政策の転換が求め
られます。 

④自治体では歳入減、コロナ対策の歳出増、人材不足等から社会保障機能が低下し、外部の支援が
必要な状況が広がると考えられます。 

⑶新型コロナ下で雇用や暮らしの危機が広がり、地域全体に対する生活支援が求められます。 

①雇用創出や収入確保、医療・福祉サービス、教育機会、住宅、交通等の確保がますます切実な要
求になります。 

②格差や不平等の解消、環境保全、再生可能エネルギーなどの課題が多くの人の関心事になります。 

⑵ 2021年度の重点項目 

⑴ 市民参画型産業福祉論（なりわい福祉論）を研究し、提唱します。同時に全国的な医療・福祉の人材

交流・確保・育成事業を開始します。 

⑵ ゆいまーるプロジェクトを提案して医療・福祉（社協を含む）法人の活動を支援します。 
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総　会　資　料 
　広報たけとみちょうに掲載された「ゆいまーるプログラム」の記事 

ゆいまーるプログラムの取り組みは、その都度竹富町の広報誌「広報たけとみちょう」に掲載されて
いる。 

ぱいぬ島共生意識・要求調査の様子は2019年5月号～9月・10月合併号まで5回、 

ゆいまーるワークショップ in 波照間と黒島の様子は、2019年12月号～2020年3月号までの4回、 
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広報たけとみちょう2021年5月号
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ゆいまーるスタート

アップ プログラムの様

子は、2021年2月号～6

月号までの4回掲載され

てる。 

9

9

広報たけとみちょう
2021年3月4月合併号

広報たけとみちょう
2021年5月号
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